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地域子育ちフォーラム2025

(SAT) 10:00~16:00

各事業総合アドバイザー。1986年より不登校児童・生徒や高校中退した若者の居場所づくりにかかわる。
1991年、川崎市高津区に『フリースペースたまりば 』を開設。不登校児童・生徒やひきこもり傾向にある
若者たち、さまざまな障がいのあるひとたちとともに地域で育ちあう場を続けている。2003年、 川崎市の
委託を受け、川崎市子ども夢パーク内に公設民営の不登校児童の居場所『フリースペースえん 』を開設。
その代表に就任、2006年4月から2021年3月までの15年間は、川崎市子ども夢パークの所長を務めた。
神奈川大学非常勤講師。精神保健福祉士。

認定NPO法人『フリースペースたまりば 』理事長。川崎市子ども夢パーク『フリースペースえん 』他、
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『こどもが自分を見つける
　　   　　　   居場所を地域につくろう』

西野 博之 氏 
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日本でも1994年に子どもの権利条約が批准され、こどもに
関する法律は改正されました。しかしその精神は、私たちの
生活に定着し、息づいているのでしょうか ？ こども自身が
『 権利の主体者 』であることを知っているのでしょうか？
こどもをめぐって課題は様々にありますが、大人は自分の
都合のいいこども像をつくって、そこに押し込めようとし、
その居心地の悪さをこどもたちは必死で伝えようとしている
のでは、と思ったりします。また、大人はこどもたちのために
とルールをつくり、守らせることで安心します。しかしこども
の意見は反映されていないので、こどもはいつも受け身です。
これではなかなか主体者としての意識は育たないと考えます。
ワーカーズコープはこれまでも、子育ちの社会化・協同化を
テーマに、大型フォーラムを開催してきました。今回の地域
子育ちフォーラムでは『 地域づくりの主体者 』としてこども
たちのメッセージを受けとめ、こどもの権利を考えることで、
『みんなの民主的な地域づくり』のきっかけになればと考えます。

地域子育ちフォーラム2025 開催主旨

池袋ISPタマビル外観

Time Table

12:30 昼食休憩

10:00 開会挨拶

ワーカーズコープ・センター事業団
専務補佐　馬場 幹夫

13:30 基調提起
14:00 分散会
15:30 まとめ

ワーカーズコープ連合会副理事長
ワーカーズコープ・センター事業団理事長　藤田 徹

Time TableTime Table

11:30 リレートーク

10:10 基調講演

認定NPO法人フリースペースたまりば 理事長 　

『こどもが自分を見つける
　　　　　　　　居場所を地域につくろう』

西野 博之氏 

子ども・子育ちケアPJ責任役員　鈴木 昭裕

浦安地域福祉事業所明海学童　 …橘髙 由美さん・小川 麻紀子さん・金子 香織さん
労働者協同組合創造集団440hz　…鈴木 かときさん・石本 恵美さん

きらっと地域福祉事業所　 …松原 玲子さん

https://sites.google.com/view/2025kosodachi-forum/
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